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発表内容

1.荷重～変形関係のメカニズム

2.設計用モデルの提案

3.提案モデルと実験の比較検証

4.まとめ



荷重～変形関係のメカニズム
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設計用モデルの提案
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設計用モデルの提案
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剛性低下率 ： α𝑦 の算定式

①菅野式

②ボックス壁式
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0.15+𝛾･P𝑡･100 γ = 0.1

剛性低下率 ： α𝑦算定式名



提案モデルと実験の比較検証



提案モデルと実験の比較検証
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・・・ 0.15+𝛾･P𝑡･100 γ = 0.1

𝑎 𝑃𝑡 = 1.002% (3 − D22)



提案モデルと実験の比較検証
𝑏 𝑃𝑡 = 0.732% (3 − D19)

𝑐 𝑃𝑡 = 0.501% (3 − D16)

𝑏 𝑃𝑡 = 0.732% (3 − D19)

𝑐 𝑃𝑡 = 0.501% (3 − D16)



まとめ

• 荷重～変形関係の骨格曲線について…

トリ・リニア型でモデル化が可能

• 荷重～変形関係の設計用モデルについて…

弾性論や許容応力度式といった、簡単な式で提

案が可能

• 割線剛性低下率について…

M～φ関係で用いたボックス壁式の剛性低下率

が採用可能



補足資料
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𝛼𝑦 :菅野式

菅野式の剛性低下率のせん断力を考慮した場合
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菅野式の剛性低下率のせん断力を考慮しなかった場合
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菅野式の剛性低下率をせん断力Qの有無での比較
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第三勾配の比較について



断面係数Zと等価断面係数𝑍𝑒の比較
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･･･ 断面係数𝑍
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※適用範囲 ・・・0.2～0.5 (2～5)



A試験体 𝑃𝑡 = 1.002%



B試験体 𝑃𝑡 = 0.732%



C試験体 𝑃𝑡 = 0.501%



荷重～変形関係のメカニズム
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試験体概要



𝑃𝑤 = 𝑎𝑤/𝑏𝑥 𝑎𝑤 = 2･𝑠

𝑥: あばら筋間隔(本試験体@200)

D10 １本あたりの断面積: 𝑠 = 71.3𝑚𝑚2

𝑃𝑡 = 𝑎𝑡/𝑏𝑑

試験体パラメータ














